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ＳＤＧｓとの関係

SDGs は、2015年 9月の「国連持続可能な開発サミット」において採択された、

「我々の世界を変革する：持続可能な開発のための2030アジェンダ」に記載された

2030年を期限とする国際目標です。

全ての関係者の役割を重視し、「誰一人として取り残さない」持続可能で多様性と

包摂性のある社会を実現するための、経済・社会・環境の様々な課題解決に向けた17

のゴールと169のターゲットにより構成されています。

SDGs は、発展途上国のみならず、先進国自身が取り組む普遍的なものであり、

SDGsの実現を目指すことは、人口減少を見据えた持続可能な地域社会・経済の確立

や地方創生の実現に資するものであり、しんしろ創生の理念とも一致します。

今後は、地方創生の推進に向け、SDGs を原動力とした取り組みの推進や、様々な

主体との連携を深めていくことが求められています。

本市では、各計画にSDGs の視点を採り入れ、様々な取り組みを推進するととも

に、様々な主体の取り組みや連携を促進することとします。

※SDGs…Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略。



移住定住の３本柱を総合的に実施します。

以上の３つの柱を総合的に実施し、移住定住者を増やすことで地域コミュニティ

の維持と人口減少の抑制に努めます。

Instagram等の SNSを活用して、本市の魅力を発信していきます。

主な経費 財源

担当課：企画部企画調整課

電 話：０５３６－２３－７６２０

メールアドレス：kikaku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

重点戦略 地域づくりに関わる人々（つながる市民）を増やします
ひ と

地域づくりに関わる人々（つながる市民ひと）を増やします

継 続

２款 － １項 － ９目 （企画費）

移住定住ＯＳＩ事業
令和６年度事業費

２，４６８千円

旅費

財源

３３６千円

需用費 ４２千円

役務費 ３２７千円

委託料 ６０９千円

使用料及び賃借料 １０４千円

負担金補助及び交付金 １，０５０千円

県補助金 ７５０千円

みんなのまちづくり基金 ８５９千円

市税等で負担する額 ８５９千円

インスタグラム

①発信する

（O utreach）

移住定住には新城市を

知っていただく必要が

あるため、シティプロ

モーションを積極的に

行います。

②確保する

（S ecure）

移住関連イベントへ参加

し、関係人口から移住者

の確保へと繋げていきま

す。また、住まいや働く

場等の確保に努めていき

ます。

③調査する

（I nvestigate）

効率的な移住定住施策

を実施するため、意識

（ニーズ）調査を行い

ます。
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高校生海外派遣を実施します。

令和５年度にチェコのノヴェ・フラディで

開催されたニューキャッスル・アライアンス

会議で、若者間交流や学校間交流の推進の重

要性が取り上げられ、令和６年度は、この会

議で交流が深まったモンテネグロのヘルツェ

グ・ノヴィに高校生を派遣する予定です。

また、新城市国際交流協会と協働し、オン

ラインを活用した情報交換会や動画でメッセ

ージを送り合う交流などを実施します。

主な経費

財源

担当課：市民協働部市民自治推進課

電 話：０５３６－２３－７６９７

メールアドレス：shiminjichi@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 認め合い、支え合う人をつなげます

グローバル人材育成と多文化共生を進めます

継 続

２款 － １項 － １目 （一般管理費）

ニューキャッスル会議共同声明実現事業
令和６年度事業費

１，８０９千円

旅費 ４００千円

役務費 １０千円

委託料 ５８１千円

負担金補助及び交付金 ８１８千円

多文化共生基金 １，４５８千円

ニューキャッスル・アライアンス交流基金 ３５１千円
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市長選挙立候補予定者公開政策討論会の開催に向け、

実行委員会を組織します。

新城市市長選挙立候補予定者公開政策討論会条例に基づき、市長選挙の告示前に

市が主催する公開政策討論会の開催に向けて、実行委員会を組織します。市は、公

開政策討論会を公平・公正に行うため、手続きや運営（説明会、議題、主宰する

者、進行、公表、広報等）について、実行委員会と協力して実施します。

主な経費

財源

担当課：市民協働部市民自治推進課

電 話：０５３６－２３－７６９７

メールアドレス：shiminjichi@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 認め合い、支え合う人をつなげます

市民自治によるまちづくりを進めます

継 続

２款 － １項 － ９目 （企画費）

自治基本条例運用事業

（市長選挙立候補予定者公開政策討論会）

令和６年度事業費

３３３千円

旅費 ２２２千円

需用費 ４千円

役務費

１０７千円

１０７千円

みんなのまちづくり基金繰入金 ３３３千円
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生活オリエンテーション動画を作成します。

日本語や日本の文化が分からない外国人市

民に日本の暮らしやルールをよりわかりやす

く伝えるため、多言語で生活オリエンテーシ

ョン動画を作成し、市役所の待ち合いスペー

スや市のホームページで配信します。

日本人市民と外国人市民が共に地域社会の

構成員として安心して暮らせるまちづくりを

進めます。

主な経費

財源

担当課：市民協働部市民自治推進課

電 話：０５３６－２３－７６９７

メールアドレス：shiminjichi@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 認め合い、支え合う人をつなげます

グローバル人材育成と多文化共生を進めます

拡 充

２款 － １項 － １目 （一般管理費）

多文化共生事業

（生活オリエンテーション動画）

令和６年度事業費

１，４３１千円

需用費 １８千円

役務費 １８５千円

委託料 １，１２８千円

備品購入費 １００千円

国庫補助金 １，４３１千円
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地域共生社会の実現のため、重層的な支援体制を整備します。

「新城市第３次地域福祉計画・地域福祉活

動計画」に基づき新城市重層的支援体制整備

事業を実施します。

分野別の支援体制では対応しきれない複雑

化・複合化した事例に対応するため、関係機

関が集まり包括的に相談を受け止めます。

また、地域とのつながりの少ない方が地域

の活動に参加できるようにする支援や、ひき

こもりなどの孤立を防ぐため、つながり続け

る支援体制を構築し、地域共生社会の実現を

目指していきます。

主な経費

財源

担当課：健康福祉部福祉課

電 話：０５３６－２３－７６２４

メールアドレス：fukushi@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 認め合い、支え合う人をつなげます

新 規

３款 － １項 － １目 （社会福祉総務費）

重層的支援体制整備事業
令和６年度事業費

９，１４７千円

委託料 ９，１４７千円

国庫補助金 ４，５７３千円

県補助金 ２，２８６千円

市税等で負担する額 ２，２８８千円
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できる限り長く在宅で自立した生活を送ることのできる

高齢者を増やします。

高齢者の心身の多様な課題に対応し、きめ

細やかな支援を実施するため、後期高齢者の

保健事業について、介護保険の地域支援事業

や国民健康保険の保健事業と一体的に実施し

ます。

健康状態の把握、疾病の早期発見・対応の

ため、健康状態不明者対策をハイリスクアプ

ローチとして取り組み、介入が必要な方には

医療や必要なサービスに繋げるとともに、住

民が自身の健康状態を把握し適切な健康行動

がとれるよう支援します。

また、ポピュレーションアプローチとして生活習慣病に関する知識の普及・啓発

を行うとともに、健診の受診勧奨に取り組みます。

主な経費

財源

担当課：健康福祉部保険医療課

電 話：０５３６－２３－７６２５

メールアドレス：hokeniryou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 認め合い、支え合う人をつなげます

生涯を通じた健康づくりを応援します

新 規

３款 － ２項 － １目 （老人福祉費）

高齢者の健康寿命延伸事業
令和６年度事業費

８８７千円

報酬 ６４４千円

旅費 ２６千円

需用費 １６０千円

役務費 ５７千円

後期高齢者医療広域連合受託事業収入 ６３５千円

市税等で負担する額 ２５２千円
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通院医療費の助成を高校生世代までに拡大します。

子どもを産み育てる環境づくりを推進し、

子育て世代の経済的支援と子どもの健康を確

保するため、15歳に到達する年度末までとな

っている通院医療費の助成を、18歳に到達す

る年度末までに拡大します。

主な経費

財源

担当課：健康福祉部保険医療課

電 話：０５３６－２３－７６２５

メールアドレス：hokeniryou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 子育ての安全安心を守ります

子どもを産み育てる環境を整えます

拡 充

３款 － ３項 － ４目 （子ども医療費）

市子ども医療費助成事業
令和６年度事業費

８０，８３２千円

役務費 １，２２２千円

扶助費 ７９，６１０千円

市税等で負担する額 ８０，８３２千円
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こども園再編・整備計画策定を進めます。

令和３年度に策定した「新城市こども園整備

指針」に基づき、こども園の規模・位置を勘案

し、持続可能で安全・安心な教育・保育環境の

確保を目指すための再編を推進しつつ、長期的

な視点で保育施設の維持管理に関連する経費の

縮減と平準化を検討し、維持管理・更新を計画

的かつ効果的に実施していくための課題整理、

方針決定をして、こども園再編・整備計画策定

を進めます。

主な経費

財源

※債務負担行為 こども園再編・整備計画策定支援業務委託

令和４年度から令和６年度まで ２１，８３５千円

担当課：健康福祉部こども未来課

電 話：０５３６－２３－７６２２

メールアドレス：kodomo@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 子育ての安全安心を守ります

子どもを産み育てる環境を整えます

継 続

３款 － ３項 － １目 （児童福祉総務費）

こども園再編・整備計画策定事業
令和６年度事業費

２１，８２４千円

委託料 ２１，８２４千円

市税等で負担する額 ２１，８２４千円
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こども園のＩＣＴ化を進めます。

市内こども園全１５園に登降園管理、欠席

連絡等を行える保育業務支援システムを導入

し、保護者の利便性の向上、保育士の業務負

担軽減により働きやすい環境の実現、安全・

安心な保育環境の整備を図ります。

主な経費

財源

担当課：健康福祉部こども未来課

電 話：０５３６－２３－７６２２

メールアドレス：kodomo@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 子育ての安全安心を守ります

保育ニーズに対応する保育サービスを進めます

新 規

３款 － ３項 － ６目 （保育所費）

保育所管理事業（保育業務支援システム）
令和６年度事業費

５，３０９千円

役務費 ５６３千円

委託料 ５０１千円

使用料及び賃借料 １，９３４千円

備品購入費 ２，３１１千円

国庫補助金 ２，６５４千円

市税等で負担する額 ２，６５５千円
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「こども家庭センター」※を設置します。

令和６年４月、本庁舎内へ新たに「こども家庭センター」を設置します。

児童養育支援室を廃止し、現在の「子ども家庭総合支援拠点」と「子育て世代

包括支援センター」双方の機能を継続したうえで、健康課の母子保健業務を加

え、妊娠期から子育て期まで一貫した支援を実施します。

主な経費

財源

※「こども家庭センター」・・・子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）と子育て世代包括支援セン

ター（母子保健）の設立の意義や機能を維持したうえで組織を見直し、全ての妊産婦、子育て

世帯、こどもへ一体的な相談支援を行う機能を有する機関です。

担当課：健康福祉部こども未来課児童養育支援室

電 話：０５３６－２２－９９１８

メールアドレス：kosodate@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 子育ての安全安心を守ります

子どもを産み育てる環境を整えます

拡 充

３款 － ３項 － １目 （児童福祉総務費）

４款 － １項 － ４目 （母子保健費）

児童虐待等防止対策事業

出産・子育て応援交付金事業

令和６年度事業費

２１，４５６千円

報酬等（子ども家庭支援員、虐待対応職員） ４，５１９千円

印刷製本費（児童虐待防止啓発カード） １３９千円

報償費等（不登校生徒移行支援会議の助言者） ８２千円

消耗品等（伴走型支援用パンフレット等） １０６千円

委託料（母子健康手帳アプリ構築業務） １１０千円

出産・子育て応援交付金 １６，５００千円

重層的支援体制整備事業交付金 ２，４０９千円

生活困窮者自立支援事業費補助金 ４１千円

出産・子育て応援交付金 １３，０１８千円

愛知県出産・子育て交付金 ３，７５９千円

市税等で負担する額 ２，２２９千円
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児童・教員用トイレを洋式化します。

生活様式の変化に伴いトイレの洋式化は急

務となっています。学校生活で日常使用され

る教室棟のトイレ洋式化工事を行うことによ

り、臭い・汚れの対策を行い、安全で快適な

教育環境を児童・教員に提供することを目的

に令和６年度は、千郷小学校・鳳来中部小学

校・東陽小学校・鳳来東小学校のトイレ洋式

化と床コーティング工事を実施します。

主な経費

財源

担当課：教育部教育総務課

電 話：０５３６－２３－７６３３

メールアドレス：shinky@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 能力と個性を活かす力を育てます

安心で居心地の良い学校環境づくりを進めます

継 続

１０款 － ２項 － １目 （小学校管理事業）

トイレ洋式化事業
令和６年度事業費

１６０，０００千円

トイレ洋式化工事 １６０，０００千円

国庫補助金 ５５，６０５千円

地方債 ６３，０００千円

新型コロナウイルス感染症対策基金繰入金 ３８，３３６千円

市税等で負担する額 ３，０５９千円
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学校給食共同調理場を建設します。

老朽化している給食施設の建て替えや給食調理員

の減少・集約に対応しつつ、食育、地産地消、アレ

ルギー対応等に配慮しながら、衛生管理面の向上、

物資調達コストの削減などを可能にするため、共同

調理場を整備しています。

令和５年度に引き続き、令和６年度も共同調理場

の建設、給食受入室の設計及び改修等を行います。

主な経費

財源

担当課：教育部学校給食課

電 話：０５３６－２２－９９０６

メールアドレス：kyushoku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 能力と個性を活かす力を育てます

安心で居心地の良い学校環境づくりを進めます

継 続

１０款 － ５項 － ４目 （学校給食施設整備費）

学校給食施設改築事業
令和６年度事業費

９８３，９５５千円

学校給食共同調理場建設工事（R4-6 継続費） ５４６，４２１千円

受入室改修工事（R5-6 継続費含む） １２４，６３０千円

学校給食共同調理場ﾈｯﾄﾜｰｸ設計構築業務（R5-6 債務負担） ６５，４６６千円

学校給食共同調理場建設工事監理業務委託（R4-6 継続費） １７，６００千円

受入室新築実施設計業務委託（R4-6 債務負担） ９，９４４千円

受入室改修工事監理業務委託（R5-6 継続費含む） １２，１９９千円

備品購入費（R5-6 債務負担） ２０７，１４４千円

手数料 ５５１千円

国庫補助金 ３３，６３０千円

地方債 ６６６，３００千円

市税等で負担する額 ２８４，０２５千円
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学校給食共同調理場を運営します。

現在施工している学校給食共同調理場建設

工事は令和６年６月末に完成する見込みです。

完成後は調理器具等の搬入、情報通信設備

の整備、調理に関する準備等を行い、令和６

年９月から共同調理場の運営を開始します。

運営開始後は共同調理場で調理した給食が

各小中学校へトラック等で配送されるように

なります。

共同調理場煮炊き調理室完成予想図

主な経費

財源

担当課：教育部学校給食課

電 話：０５３６－２２－９９０６

メールアドレス：kyushoku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 能力と個性を活かす力を育てます

安心で居心地の良い学校環境づくりを進めます

継 続

１０款 － ５項 － ４目 （学校給食施設整備費）

学校給食共同調理場運営事業
令和６年度事業費

３６９，８７４千円

報償費（各委員会に対する費用） ３５３千円

旅費（各委員会対する費用、普通旅費） １３２千円

需用費（消耗品費、燃料費、光熱水費、賄材料費） １４３，９６９千円

役務費（通信運搬費、手数料、保険料） ８３６千円

委託料（施設・設備保守点検業務） ５，８９６千円

委託料（調理場準備支援業務、調理場運営業務ほか） ２１８，４８２千円

使用料及び賃借料（インターネット利用料ほか賃借料等） ２０２千円

負担金補助及び交付金（学校給食センター協議会会費） ４千円

学校給食費収入 １２３，５２８千円

市税等で負担する額 ２４６，３４６千円
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不登校児童生徒の社会的自立をめざし、

学校復帰を支援します。

市内の不登校児童生徒が年々増加傾向

にあるなか、4月からあすなろ教室を庭

野地内から中野地内に移転します。

明るく、清潔感のある学びの環境で子

どもたちが安心して生活することができ

るなど、より多くの子どもたちの学びを

保障することができます。

さらに、不登校生徒の社会的自立を支

えるため、新城中学校内に「ｉルーム」

を設置します。

主な経費

財源

担当課：教育部学校教育課

電 話：０５３６－２３－７６０７

メールアドレス：shinky-3@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ひと 子育ての安全安心を守ります

子どもを産み育てる環境を整えます

新 規

１０款 － ０１項 － ０３目 （教育指導費）

教育支援センター推進事業
令和６年度事業費

１５，４２２千円

会計年度任用職員人件費 １４，２８２千円

使用料及び賃借料 ９７４千円

その他 １６６千円

県補助金 １，８５３千円

市税等で負担する額 １３，５６９千円
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新たな防災行政無線戸別受信機へ順次更新します。

防災行政無線（同報系）を平成19年 8月

に開設し、市民に対し防災情報及び行政情報

等の伝達を行っていますが、運用開始から17

年以上経過し、一部設備の老朽化が進み機器

障害等が多くなっているため、最新の防災行

政無線戸別受信機に順次更新を進め、災害時

等の情報伝達体制を更に強化していきます。

主な経費

財源

担当課：総務部防災対策課

電 話：０５３６－２３－７６６０

メールアドレス：bosai@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ちいき 人生１００年の安心安全をつくります

防災対策を進めます

新 規

９款 － １項 － ３目 （消防費－災害対策費）

防災行政無線（同報系）改修事業
令和６年度事業費

１２２，７４５千円

防災行政無線（同報系）改修業務委託料 １２２，７４５千円

地方債 １２２，７００千円

市税等で負担する額 ４５千円
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海老地区デマンドバスを運行します。

四谷千枚田新城線を廃止し、田口新城線

の支線となる予約制の海老地区デマンドバ

スを運行します。

これまで、バスを利用したくてもバス停

までの距離が遠く、タクシーも利用しづら

い地域であった海老・四谷・連合地区内を

隈なく運行することで、すべての地域住民

がおでかけしやすくなります。

主な経費

財源

担当課：市民協働部公共交通対策課

電 話：０５３６－２２－９９０１

メールアドレス：kotsu@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ちいき 居心地の良い暮らしをつくります

地域に寄り添う公共交通網をつくります

新 規

２款 － １項 － １２目 （路線バス運行費）

公共バス運行事業

（海老地区デマンドバス）

令和６年度事業費

１０，０６０千円

海老地区デマンドバス運行委託料 ７，９８６千円

海老地区デマンドバス車両賃借料 ９２４千円

海老地区デマンドバス予約受付業務委託料 ８２１千円

その他 ３２９千円

地方債 ５，８００千円

市税等で負担する額 ４，２６０千円
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損傷した長篠橋の詳細調査を行います。

令和５年度の橋梁点検で長篠橋（市道長篠大海線）の主要部材に損傷が見つか

り、現在通行止をしております。

令和６年度は、橋梁損傷状況の詳細調査を行い、原因の究明、修繕方法の検討を

行っていきます。

損傷箇所 損傷箇所拡大

主な経費

財源

担当課：建設部土木課

電 話：０５３６－２３－７６３８

メールアドレス：doboku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ちいき 居心地の良い暮らしをつくります

道路施設の整備を進めます

新 規

８款 － ２項 － ３目 （道路新設改良費）

県費道路改良事業（長篠橋）
令和６年度事業費

２５，０００千円

委託費（長篠橋詳細調査設計業務） ２５，０００千円

県補助金 １６，０００千円

市税等で負担する額 ９，０００千円
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計画的に消防車両を更新し、消防力の充実強化を図ります。

車両更新計画に基づき、老朽化した救急車

を更新することで機能及び機動力の向上を図

り、災害時における迅速確実な出動体制を整

えます。

令和６年度更新予定車両

高規格救急自動車（東栄分署）

主な経費

財源

担当課：消防本部消防署

電 話：０５３６－２２－４８０６

メールアドレス：f-kanri@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ちいき 人生１００年の安全安心をつくります

消防体制を充実します

新 規

９款 － １項 － １目 （常備消防費）

消防車両整備事業
令和６年度事業費

２５，５６３千円

備品購入費（高規格救急自動車、高度救命処置用資機材） ２５，５０３千円

自動車重量税 ３３千円

保険料（全国市有物件災害共済分担金、自動車損害賠償責任保険料） １５千円

使用料（中間検査） １２千円

市債 ２２，８００千円

広域消防事務費負担金 ９２０千円

市税等で負担する額 １,８４３千円
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保存館開館60周年を記念した講演会の開催及び企画展等を行います。

長篠城址史跡保存館の開館60周年を記念

し、「長篠・設楽原の戦い」をテーマに歴史

講演会を実施します。

さらに、60周年に関連した企画展の開

催、プレミアムグッズや英語パンフレットの

作成、デジタル動画編集加工委託なども行い

ます。

主な経費

財源

担当課：教育部生涯共育課

電 話：０５３６－３２－０１６２

メールアドレス：hri-hozonkan@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

ちいき 地域資源を最大活用します

歴史・文化財の継承を進めます

新 規

10款 － 4項 － 3目 （文化財保護費）

長篠城址史跡保存館開館６０周年記念事業
令和６年度事業費

７８６千円

講師謝礼等 ５１千円

交通費 １１千円

印刷製本費等 ２０４千円

筆耕翻訳料 ６６千円

動画編集委託料 ４５４千円

市税等で負担する額 ７８６千円

イメージ図、完成予想図、イラスト、

写真等を掲載してください。
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温室効果ガス削減を目指した取組みを進めます。

災害時の電源確保対策を目的として、市内

に事業所を持つ民間事業者が電気自動車やプ

ラグインハイブリッド車の購入等をし、新城

市災害協定の締結または新城市防災協力事業

所に登録したうえで、災害発生時に避難所な

どの非常電源として車両の提供に協力を行う

ものに補助金を交付します。

また、購入された電気自動車やプラグインハイブリット車を有効活用するため、

可搬型給電器を購入することにより、災害等により停電が発生した際に、避難所等

での電力供給源として活用します。

主な経費

財源

担当課：市民協働部環境政策課

電 話：０５３６－２３－７６９０

メールアドレス：e-seisaku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 緑でゆとりを生み出します

温室効果ガス削減を目指した取組みを進めます

拡 充

４款 － １項 － ９目 （環境衛生費）

温暖化対策推進事業
令和６年度事業費

６，６４７千円

備品購入費 ２，０２４千円

住宅用地球温暖化対策設備導入促進費補助金 ２，３７５千円

事業者用電気自動車等導入補助金 ２，０００千円

その他事務経費 ２４８千円

県補助金 ５９３千円

市税等で負担する額 ６，０５４千円
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基本構想の策定と建設候補地の選定を行います。

令和3年度に策定された愛知県ごみ処理広域

化・集約化計画及び令和4年度に改定した東三

河ごみ焼却施設広域化計画に基づき、新城市と

北設地区（設楽町・東栄町・豊根村･長野県根羽

村）における、可燃ごみ処理の広域化を推進し

ます。

新城市と北設地区における、ごみ処理の現状

把握や課題を整理し、ごみ処理施設整備基本構

想を策定するとともに、建設候補地の選定を行

います。

主な経費

財源

担当課：市民協働部生活環境課

電 話：０５３６－２３－７６２９

メールアドレス：kankyou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 緑でゆとりを生み出します

地球環境の保全に貢献します

継 続

４款 － ２項 － ３目 （クリーンセンター費）

ごみ処理施設整備事業
令和６年度事業費

１６，４２２千円

報酬 １５０千円

報償費 ６０千円

旅費 ４２千円

委託料 １６，１７０千円

北設地区負担金 ２，７６９千円

市税等で負担する額 １３，６５３千円
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新たに起業・創業する方に対し補助金を交付します。

新たに起業・創業する方に対し、事業立ち

上げ時の金銭的負担を軽減するため、費用の

一部を補助します。

起業による新たなビジネスや雇用の創出、

事業承継を契機とした第二創業を促進し、地

域産業の活性化を推進します。

主な経費

財源

担当課：産業振興部産業政策課

電 話：０５３６－２３－７６３４

メールアドレス：syoukou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 地域産業の振興で賑わいを創出します

がんばる中小企業を応援します

継 続

７款 － １項 － ２目 （商工振興費）

創業支援等事業
令和６年度事業費

１，000千円

創業支援等事業補助金 １，０００千円

みんなのまちづくり基金 ５００千円

市税等で負担する額 ５００千円
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木育で未来の森づくりの担い手を育成します。

林業に携わる方が減少し、山や林業への関

心が薄れる中、次代を担う子どもたちを対象

に、年代に合わせた木との触れ合いの場を提

供し、未来の森づくりの担い手を育成するこ

とを目的とした事業です。

新生児を対象として地域材で作られた積み

木を贈呈し、園児を対象とした木育教室、小

学生を対象とした森林教室を実施します。

主な経費

財源

担当課：産業振興部森林課

電 話：０５３６－２２－９９３５

メールアドレス：ringyou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 農林業を成長産業にします

林業・木材産業の活性化を進めます

継 続

６款 － ３項 － ２目 （林業振興費）

新城木育プロジェクト事業
令和６年度事業費

３，４７０千円

森林教室委託料 ７８１千円

新生児誕生祝い品作成業務委託料 ２，６８９千円

市税等で負担する額（森林環境譲与税充当） ３，４７０千円

23



地域材を利用した住宅等の建築に補助を行います。

この地域で産出された木材（地域材）の活

用を拡大し、地域の木材関連産業の活性化を

図ることを目的に、地域材を利用して市内に

住宅等を建築した場合、その建築主に対して

地域材の利用量に応じた補助金を交付しま

す。

また、建築主だけでなく、地域材を利用い

ただいた工務店等にも支援を実施します。

主な経費

財源

担当課：産業振興部森林課

電 話：０５３６－２２－９９３５

メールアドレス：ringyou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 農林業を成長産業にします

林業・木材産業の活性化を進めます

新 規

６款 － ３項 － ２目 （林業振興費）

地域材活用推進事業
令和６年度事業費

１，６００千円

補助金 １，６００千円

市税等で負担する額（森林環境譲与税充当） １，６００千円
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アジア競技大会自転車ロードレースのテスト大会を開催します。

令和８年度に新城市でアジア競技大会自転

車ロードレースの開催が予定されています。

令和６年度は本大会を安全・円滑に開催する

ためのテスト大会として、国内プロチームが参

加するレースを開催します。また、アジア各国

から参加する選手を温かく迎え、大会を盛り上

げるための広報案内パンフレットなどを作成

します。

主な経費

財源

担当課：産業振興部観光課

電 話：０５３６－２３－７６１３

メールアドレス：kankou@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 地域産業の振興で賑わいを創出します

新 規

７款 － １項 － ３目 （観光振興費）

アジア競技大会推進事業
令和６年度事業費

１８，７２７千円

ロードレース開催支援委託料 １４，８００千円

観光広報業務委託料 ２，５５２千円

看板作成業務委託料 ９９０千円

その他の経費 ３８５千円

市税等で負担する額 １８，７２７千円
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スマート ICの早期供用に向け、用地取得および工事を施行します。

豊橋新城スマート IC（仮称）は、令和3年 8月 6日に新規事業化の決定がされ

ました。今後は早期供用に向け、共同事業者となる豊橋市、NEXCOと共に事業を

実施していきます。令和6年度は詳細設計、用地取得、物件補償、防火水槽移設工

事、スマート ICランプ工事等を行います。

また、スマート IC地域振興事業については企業訪問等を行う予定です。

主な経費

財源

担当課：建設部 土木課道路政策推進室

電 話：０５３６－２２－９９１９

メールアドレス：doroseisaku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

まち 経済と生活を支える都市基盤を整えます

道路網の整備を進めます

継続

８款 － １項 － ２目 （高規格道路対策費）

豊橋新城スマート IC（仮称）整備事業

スマート IC 地域振興事業

令和６年度事業費

４３，３７９千円

用地購入費及び補償費 １０，８３５千円

詳細設計業務負担金及び工事費負担金等 １７，８１２千円

防火水槽移設工事等 １４，２００千円

その他事務経費 ５３２千円

国庫補助金 １０，４０５千円

地方債 ７，５００千円

負担金 ２２，１２７千円

市税等で負担する額 ３，３４７千円
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公共施設の適正配置と効率的な管理を進めるため

計画の見直し・策定を行います。

公共施設等の安全安心の確保・市民に必要

なサービスの適切かつ持続可能な形での提供

を目標に、既存施設の総量縮減・長寿命化・

有効活用による維持更新費用縮減の一層の推

進を図るため、『新城市公共施設等総合管理

計画』の見直しと『新城市公共施設個別施設

計画（第二期）』の策定を行います。

主な経費

財源

担当課：総務部資産管理課

電 話：０５３６－２３－７６１４

メールアドレス：shisan@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

行政経営 将来に責任を持つ行財政運営をします

公共施設の適正配置と効率的な管理を進めます

新 規

継 続

２款 － １項 － ７目 （財産管理費）

公共施設マネジメント推進事業
令和６年度事業費

５，３４５千円

公共施設等総合管理計画策定委員報酬 ２３０千円

報償費 ４１千円

費用弁償 ５８千円

公共施設マネジメント支援システム保守業務委託料 ６８２千円

新城市公共施設個別施設計画（第二期）策定等支援業務委託料 ４，３３４千円

市税等で負担する額 ５，３４５千円
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市内全域の建物を調査し、公平、公正な課税を目指します。

固定資産税の家屋課税台帳に登録されてい

る事項（所在地番、用途、種類、構造、床面

積等）と家屋の現況を、現地において比較照

合し、すでに取り壊されている家屋や、未調

査等となっている家屋を特定し、調査を行い

ます。

令和6年度から令和8年度までの3か年で

市全域を調査し、これまで課税されている家

屋との公平を期し、公正で適正な固定資産税

の課税を行います。

主な経費

財源

担当課：総務部税務課

電 話：０５３６－２３－７６１５

メールアドレス：zeimu@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

行政経営 将来に責任を持つ行財政運営をします

将来を見据えた健全で持続可能な財政運営を行います

新 規

２款 － ２項 － ２目 （賦課徴収費）

固定資産家屋全棟調査事業
令和６年度事業費

39，014千円

未評価家屋補助業務 ３９，０１４千円

市税等で負担する額 ３９，０１４千円
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労務管理と業務運営を一括して民間企業に委託します。

会計年度任用職員など非常勤職員により運

営している「放課後児童クラブ」と小中学校

の「ハートフルスタッフ」について、職員の

雇用管理から業務の運営まで２つの事業を一

括して民間企業に委託します。

労働力人口の減少が進む中、行政改革の一

環として、労務管理など必ずしも正規職員が

行う必要のない事業（ノンコア業務）を民間

企業に委託することにより、正規職員の人員

配置の効率化と経費削減を実現し、持続可能

な行政運営に取り組みます。また、民間企業

のノウハウにより、各事業の質の向上が期待

できます。

主な経費

財源

担当課：企画部秘書人事課

電 話：０５３６－２３－７６１９

メールアドレス：jinji@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

行政経営 将来に責任を持つ行財政運営をします

将来を見据えた健全で持続可能な財政運営を行います

新 規

３款 － ３項 － １目 （児童福祉総務費）

１０款 － １項 － ３目 （教育指導費）

包括管理業務委託導入事業

放課後児童対策事業

新城ハートフルスタッフ活用事業

令和６年度事業費

８５，７５９千円

放課後児童対策事業 ６５，３３９千円

新城ハートフルスタッフ活用事業 ２０，４２０千円

国庫補助金 ８，６８６千円

県補助金 ８，６８６千円

児童クラブ保護者負担金 １４，７３４千円

市税等で負担する額 ５３，６５３千円

行政

行政 民間企業

ﾉﾝｺｱ業務

ﾉﾝｺｱ業務

コア

コア
業務

業務

行政改革
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旧鳳来総合支所等を解体します。

旧鳳来総合支所跡地の有効活用を図るため

既存建築物等の解体を行います。

解体工事は、令和7年8月末までの２ケ年

事業となります。

解体後、跡地は更地となり、住民ニーズの

高い生鮮食料品店の誘致を検討するなど、民

間投資を促す積極的な施策の展開を図りま

す。

主な経費（令和6年度）

財源（令和6年度）

事業全体（令和６年度・７年度合計）

担当課：鳳来総合支所地域課

電 話：０５３６－２２－９９３３

メールアドレス：hri-tiiki@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

行政経営 将来に責任を持つ行財政運営をします

将来を見据えた健全で持続可能な財政運営を行います

新 規

２款 － １項 － ９目 （企画費）

鳳来総合支所周辺整備事業
令和６年度事業費

１２５，９２８千円

工事請負費 １２５，９２８千円

公共施設管理基金 １２５，９２８千円

工事請負費 ２０９，８８０千円

工事監理委託料 １０，５６０千円
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公共施設のオンライン予約システムを導入します。

２４時間いつでもインターネットから公共

施設の利用予約や予約状況の確認ができるこ

とで、市民の利便性向上に取り組みます。

また、予約状況などをシステムにより一元

管理することで、より適切な予約管理と運営

の効率化を図ります。

＜主なオンライン予約可能施設（予定）＞

新城文化会館（大小ホールを除く）、市民セ

ンターほうらい、つくで交流館 等

主な経費

財源

担当課：企画部情報政策課

電 話：０５３６－２３－７６１２

メールアドレス：johoseisaku@city.shinshiro.lg.jp

第２次新城市総合計画の施策体系

行政経営 情報技術でひと・ちいき・まちをつなげます

デジタルトランスフォーメーションを推進し、

行政運営の効率化と市民サービスの向上に取り組みます

新 規

２款 － １項 － ９目 （企画費）

施設予約システム導入事業
令和６年度事業費

８，５２５千円

システム導入委託料 ７，１５０千円

システム利用料 １，３７５千円

国庫補助金 ４，２６２千円

市税等で負担する額 ４，２６３千円

施設予約システム

利用者 施設管理者
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